































ローマ字氏名：Norito Kambe, Rina Nishiguchi 
 
６．実施経過：（継続中） 

























 カバーガラスを基板としてポリマー薄膜を形成し、表面の濡れ性を検討した。PFB および PmP の接触
角は 93 度および 18 度を示し、それぞれ撥水性および親水性を示すことが確認された。さらにこれら
のポリマーを所定の比率（PFB:PmP=25:75, 50:50, 75:25（wt%））でブレンドした溶液から調製した薄
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